
学校名 福島県立白河第二高等学校 

読書活動推進へ向けた取組 

 

１ 学校の概要 

①住所 福島県白河市南登り町５４番地 

②学級数・生徒数 ４学級・６０名 

③学校図書館の蔵書数 ９４６６冊 

２ 読書活動推進へ向けた取り組み 

（１）購入希望図書アンケート・図書リクエストの実施 

全生徒・全職員への購入希望図書アンケート〔リクエスト〕を実施し、生徒の興味に応じた本

をそろえたり、授業の中で先生方が紹介した本を購入したりしている。生徒に対しては、

google classroomを使用して実施している。 

 

 

（２）展示や掲示など 

１）新着図書は各クラスに展示した後、図書室の入口に展示している。 

２）他高図書館の蔵書を参考にしながら、マンガのリクエストにも応じている。 

（３）授業における活用 

総合的な探究の時間の調べ学習、自習時間やＬＨＲ等の読書等を実施している。 

（４）居場所としての図書室 

授業前や放課後に、居心地の良い場所として数名の生徒が利用している。 

 



（５）google classroomを使った図書検索システム 

   蔵書目録と、貸し出し状況を随時 google classroom と職員共有フォルダーにアップし、

全生徒・職員が、手持ちの端末から蔵書検索や貸し出し状況を確認できるようにしている。 

 

 

（６）白河市立図書館との連携授業 

 1 年生全員を対象に白河市立図書館訪問を実施した。図書館との調整は、白河市ユース世代

地域創造支援事業の一環として本校に派遣されているユースワーカーが中心となって行った。 

目的 〇地域の公共施設を訪問することにより、居場所づくりにつなげる 

〇本を読む生徒の割合を増やす 

〇校外での集団活動を通じて、生活力の向上を図り、友人同士の交流を深める 

 

               


